
2 0 1 9 . 0 7 . 2 4



 -1-

よりよい学校教育を目指して

子どもたちの資質・能力の育成のために，主体的・対話的で深い学びの視点をもって授業改善

を積み重ねていくことが求められています。

秋田県の授業実践が今後も発展していくためには，次世代に継承されることに加え，教員一人

一人が研究の視点をもって授業に取り組むことが必要であると考えます。

秋田県総合教育センターでは，これまでの研究から，授業をよりよくしていくためのポイントを

まとめ，“Akitaractive Eye” と名付けた冊子を発行しました。

本冊子が授業づくりや校内研修で活用されることで，「このポイントを意識して取り組んでみよ

う」という意欲が高まり，主体的な実践につながることを期待しています。

秋田の探究型授業の継承と発展～新学習指導要領への円滑な移行に向けて～

＜Akitaractiveの概念図＞

～主体的・対話的で深い学びのために～

学習指導要領の改訂を受け，秋田の優れた学校教育の実践
を継承し，更なる発展を目指す。

Akita Method

interactive collaborative

Akitaractive

Akita Method
（Activelearningの視点からの授業づくり）
「見通しをもつ」「自分の考えをもつ」「ペア・グループ・学級で話
し合う」「学習内容や学習方法を振り返る」という基本プロセスを理
解します。各段階を機能させ，プロセスとして関連付けた授業づく
りを目指します。

collaborative（協働的）
机の配置や課題設定，話

し合う場の工夫，子どもの
思考をつなげる教師のコー
ディネートなど，必要感の
ある協働の場を構築するた
めの手立てを常に意識しな
がら授業を構想していきま
す。

<Akitaractive>
固定された単一的な「手法」より，授業における「理念」の理解が重要です。今まで秋田県で

培ってきた秋田の探究型授業のよいところを継承し，自ら発展させていく。そのためには，型の
理解と習得だけでなく，理念を理解し，型から抜け出すといったいくつかの段階が必要です。

interactive（対話的）
ペアやグループでの対

話，問題との対話，これ
までの学びとの対話等，
対話を通して自他の考え
を言葉に表したり，図等
で可視化したりして伝え
合う場面を設定します。
対話的な学習が子どもの
思考を広げ，深めていき
ます。
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Akitaractive
~Akita method + active learning, interactive, collaborative~

～主体的・対話的で深い学びのために～

<Akitaractive 学びをつなげるイメージ図>
子どもの姿（思考）から深い学びを目指して授業構想，単元構想の際に参考になるように作ら

れたものです。
「学びの出発」「学びの再思考」「学びの獲得と新たな学びの創出」は，子どもの問いや発見等

によって連続しており，授業，単元や題材，年間を通してあるいは子どもたちの人生において，
身に付けた教科等特有の見方・考え方が子どもたちの中で成長していくイメージを表しています。
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Akitaractive Eye の活用に向けて

本冊子は，以下の三つのポイントを押さえ，優れた教育実践につなげるための資料としての活
用を目指して作成しています。
① 育成を目指す資質・能力の明確化
② 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進
③ 各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進

～主体的・対話的で深い学びのために～

この見開きのタイトルです。 見開きの内容を要約したものです。何にどう取り組むべきかを
簡潔に示しています。

左側の漫画「例えばこんな授業を」と，右側の「こうしてみませんか？」は，い
ずれも授業実践例を紹介したものです。秋田県教員育成指標を意識しながら授業改
善を積み重ね，右側の授業へ少しずつ挑戦していきましょう。
上司，同僚，同期から必要に応じてアドバイスをもらい，挑戦する気持ちをもち

たいものです。また，実践を記録する等して，教材等についての研究を深めていき
ましょう。



 -4-

“Akitaractive Eye”は授業改善の視点を提供します。
授業には「この手順で，この通りにやれば誰にでも当てはまる」といった正解は存

在しません。仮に，似たような状況の子どもたちに，同じ教科の同じ単元や題材で，
同じ手立てを講じたとしても結果は同じものにはならないものです。だからこそ，目
の前の子どもたちの実態をよく理解して，柔軟に軌道修正をすることが必要です。
多くの先生方にとって，“Akitaractive Eye”が一つのきっかけとなり，授業改善

の役に立てたら幸いです。

ここにあるポイントは，秋田県の教育実践を基に本
研究を通して見いだされたものです。
授業をよりよくしていくためのポイントを，４コマ

漫画に対応させて紹介しています。
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学びの出発

これまでの学びを振り返り，学びの中での気付きを
手掛かりに新たな学びが始まる。

例えばこんな授業を こうしてみませんか？
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◇資質・能力を焦点化する ◇入念な教材研究をする

目指す子どもの姿を明確にし，これまでの学びや実生活で学んだことを子どもた
ちから引き出して，興味・関心，好奇心や向上心をくすぐるような内容の精選をし
ましょう。

わくわく授業をするために

◇適宜，振り返る場面を設定する ◇課題づくりの場を設定する

これまでの学習を振り返ることから生まれる｢あれっ｣｢そうか｣という気付きや，
｢だったら｣｢もしかしたら｣という問いから，本時の授業が始まります。
子どもたちの課題意識を高め，引き出し，学びを出発させましょう。

◇教科等の特質を踏まえる ◇子どもの声に耳を傾け受け止める

教科等の特質を踏まえながら，子どもの反応を予想し，思考をつなげて授業の舵
取りをしていきましょう。
これまでの学びとこれからの学びをつなげることで，学ぶ意義の自覚が促されま

す。

～主体的・対話的で深い学びのために～ vol.01

１

学びをつなげるために２ ３

新たな学びを出発させるために４
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互いの考えを伝え合い，相手の考えを受け止め，
自分の考えを練り直す。

学びの再思考

例えばこんな授業を こうしてみませんか？
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◇子どもの試行錯誤を大切にする ◇獲得した学びをまとめる場を設定する

じっくり思考する時間を保障し，考えた足跡を振り返ることにより，子どもが「ど
うして間違ったのか」「どう考えたら分かったのか」等について自分の言葉でまとめ，
表現できるように促しましょう。

◇子どもの思考の流れに沿って展開する ◇想定外の反応にも柔軟に対応する

事前に想定した反応と異なっても，実際の授業で対話から生まれたつぶやきや発
言を取り上げながら，児童生徒にとってストーリー性のある授業展開にしましょう。

◇学習活動を吟味する ◇効果的な学習支援を考える

ねらいに迫るための必然性のある対話場面や，場面に応じて必要な支援を具体化
し，ねらいを達成できるように授業の創意工夫を心掛けましょう。

◇これまでの学習を踏まえる ◇多様な展開を考える

子どもが相違点や共通点に目を向けたり，互いの意見について比較や検討をした
りすることを通して，一人一人の見方・考え方が働くように授業を展開させましょ
う。

問題解決における一連のプロセスを重視するために

気付きを生かした展開にするために

「見方・考え方」が働くようにするために

～主体的・対話的で深い学びのために～ vol.02

２

３

４

ねらいに迫る授業をするために１
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連続する学びは力へ。
新たな学びの獲得と新たな学びを創出する。

学びの獲得と
新たな学びの創出

例えばこんな授業を こうしてみませんか？
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◇子どもの変容を取り上げる ◇フィードバックして働き掛ける

「分からなかったことが分かるようになる」「問いが深化している」等の子どもの
変容を的確に見取り，適切な声掛けをして自覚を促しましょう。

◇学習全体を振り返る場面を設定する ◇新たな学びが連続するようにする

資質・能力の育成を目指し，本時だけでなく，単元や題材の全体を振り返って「ど
んどん疑問を解決したいな」「次の学習が楽しみだな」等の新たな学びにつながる子
どもの姿を大切にしましょう。

～主体的・対話的で深い学びのために～ vol.03

◇学んだことが生かされる場面を設定する ◇振り返りから課題を引き出す

次時だけでなく他教科等や実生活でも「見方・考え方」を更に働かせ，解決する
力を高められるようにしましょう。

学びの実感を促すために

◇評価方法を検討する ◇授業プランを修正する

自校で目指す子どもの姿に照らして指導内容を見直し，めあての達成に向けて授
業改善をしましょう。

新たな学びを創り出すために4

学びを見取るために2

3

活用・発揮を促すために１
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よりよい学校教育を目指して

各学校が設定する学校教育目標を実現するためには，学習指導要領等に基づいて教育課程を編

成し，それを実施・評価して，改善を行っていくことが必要です。特に学習の基盤となる資質・

能力や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のためには，「教科等横断的な学習

を充実すること」「単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して行うこと」等の取組が必要で

す。このようにして，教育活動の質的向上を図っていくことを「カリキュラム・マネジメント」

といいます。このように，カリキュラム・マネジメントを行うことで，学習効果の高まりにつな

がります。

実施に当たっては，教科等の目標の達成を目指しながら，学校教育目標の実現につながる授業

の在り方を考えることも大切です。授業における「主体的・対話的で深い学び」は，単元や題材，

更には教科間や学年間等の大きなまとまりの中で育まれます。そのため，１単位時間の授業だけ

でなく，単元（題材）構成や年間指導計画等にも評価・改善の視点を置き，資質・能力を育成し

ていくことが大切です。

＜カリキュラム・マネジメントに取り組む際のキーワード＞

学校教育目標の具現化 ～「目指す子どもの姿」の実現に向けて～

・学校教育目標を受け設定された「目指す子どもの姿」の共有
・目標の実現に向けた「育成したい資質・能力」の決定
・育成したい資質・能力を中心にした Akitaractive 年間指導計画の作成と活用
・Akitaractive 学びをつなげるイメージ図，Akitaractive Eye を基にした授業実践
・Akitaractive チェックシートによる振り返りによる改善
・「目指す子どもの姿」「育成したい資質・能力」等の見直しと改善

～主体的・対話的で深い学びのために～

子どもたちの資質・能力の育成を目指すカリキュラム・マネジメント

学校教育目標の実現に向けた役割

自らの授業の見つめ直し教育課程全体の中での位置付け

<目指す子どもの姿を中心に据えたカリキュラム・マネジメントの推進>

カリキュラム・マネジメントの三つの側面
「教科等横断的な視点」 「PDCAサイクルの確立」 「人的・物的資源等の活用」

資質・能力は全教育活動を通して育成されるものであり，その実現に向けては「カリキュラ
ム・マネジメント」の実践が必要です。
「育成したい資質・能力」を明確にして，チーム学校で取り組むことを目指した年間指導計

画を基に，教科間や学年間等の大きなまとまりを通して育成することを心掛けます。
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Akitaractive
~Akita method + active learning, interactive, collaborative~

２ページ参照

14ページ参照

13ページ参照

＜チーム学校で取り組む際の大きなまとまりのイメージ例＞

教科間で「課題解決力」を育成したい場合の例（高等学校）

※「対話による吟味、比較・検討」、
「既習内容の活用」について，
２教科を通して取り組むことに
よって課題解決力を育成する。

学年間で「関わりの中で学ぶ力」 校種間で「自分の考えをもち相手に伝える力」
を育成したい場合の例（小学校） を育成したい場合の例（小・中学校）

～主体的・対話的で深い学びのために～
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＜
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＞
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２
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学
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指
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家
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・
地
域
と
の
連
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協
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子
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も
の
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よ
う
に
支
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す
る
か

１
特
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あ
る
学
校
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く
り
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目
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１
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触
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た
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る
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第
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徳
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庭

総
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な
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間

「
モ
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る
」
中
国
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四
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数
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と
そ
の
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化

～
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球
の
未
来
～
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一
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予
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日
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事
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学
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し
た
概
念

【
作
成
上
の
留
意
点
】

批
評
文
を
書
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。
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会
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を

を
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揮
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お
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予
報

の
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い
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合
う
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と
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通

に
意
見
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る
。

を
行
う
。

・
育
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す
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資
質
・
能
力
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つ
い
て
は
各
校
の
現
状
に
応
じ
て
一
つ
設
定
す
る
。

し
て
，
自
ら
の

め
，
全
体
発
表

（
問い
,対
話,
既習
の活
用）

（
考
察
,
既
習
概
念
の
活
用
）

・
年
間
の
教
材
の
配
置
は
，
教
科
や
領
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
，
ふ
さ
わ
し
い
教
材
を
適
宜
配
置
す
る
。

批
評
文
を
練
り

を
行
う
。

上
げ
る
。

(
対
話
,
発
表
)

(
相
互
評
価
,
再
思
考
)

確
率

電
気
の
世
界

夏
の
思
い
出

球
技
（
ゴ
ー
ル
型
）
快
適
な
住
ま
い
方

将
来
の
夢

職
場
体
験

確
率
を
用
い
る
。

電
流
が
磁
界
か
ら

詩
と
音
楽
と
の
関

ノ
ー
マ
ー
ク
で
シ

の
工
夫

英
語
で
の
発
表
を

様
々
な
職
場
に
出

・
日
常
生
活
で
の

受
け
る
力
を
活
用

わ
り
を
理
解
し
，

ュ
ー
ト
を
打
つ
に

既
習
事
項
を
活
用

基
に
し
て
や
り
取

向
い
て
，
業
務
に

不
確
定
な
事
象

す
る
。

工
夫
し
て
表
現
す

は
ど
う
し
た
ら
よ

し
，
「
生
活
の
課

り
を
す
る
。

携
わ
る
。

に
つ
い
て
，
確
・
モ
ー
タ
ー
を
速
る
。

い
か
考
え
る
。

題
と
実
践
」
で
計

・
モ
デ
ル
文
を
参

・
あ
ら
か
じ
め
追

率
を
用
い
て
考

く
回
す
方
法
を
・
歌
詞
と
旋
律
の

・
ど
う
し
た
ら
マ

画
・
実
践
す
る
。

考
に
既
習
の
表

究
し
た
い
テ
ー

察
し
よ
う
と
す

構
想
し
て
試
す
。

関
係
を
感
じ
取

ー
ク
を
外
す
こ

・
実
践
の
結
果
と

現
を
活
用
し
て

マ
と
解
決
方
法

る
。

（
問
い
，
試
行
錯
誤
）

り
，
旋
律
と
強

と
が
で
き
る
か
，

課
題
に
つ
い
て

将
来
の
夢
を
発

を
決
め
て
お
き

(問
い,
試行
錯誤
,日
常生
活へ
の活
用)

弱
の
関
わ
り
等

考
え
を
出
し
合

ま
と
め
，
発
表

表
し
，
や
り
取

実
際
に
現
場
で

に
つ
い
て
話
し

う
。

す
る
。

り
を
す
る
こ
と

試
し
て
み
る
。

合
い
，
そ
れ
を

（
対
話
,
試
行
錯
誤
）
（

気
付
き
,
振
り
返
り
,
発
表
）

で
よ
り
よ
い
表

解
決
で
き
た
か

基
に
い
ろ
い
ろ

現
を
探
る
。

他
に
方
法
が
な

と
歌
っ
て
試
す
。

(
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾁ
,
対
話
)

い
か
を
話
し
合

(
考
察
,
対
話
，
試
行
錯
誤
)

う
。

（
問
い
,
気
付
き
,
対
話
)

目
指
す
子
ど
も
の
姿

育 成 し た い 資 質 ・ 能 力
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□
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
振
り
返
り
，
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
か

□
問
い
を
引
き
出
す
た
め
の
課
題
設
定
が
あ
る
か

□
気
付
き
を
手
掛
か
り
に
，
問
い
の
発
見
が
あ
る
か

□
対
話
や
議
論
を
通
じ
て
，
自
分
の
考
え
を
広
げ
深
め
て
い
る
か

□
解
決
過
程
を
振
り
返
っ
て
考
え
直
し
た
り
，
他
者
の
考
え
を
生
か
し
て
探
し
直
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
試
行
錯
誤
を
体
験
し
て
い
る
か

□
考
え
を
分
か
り
易
く
相
手
に
伝
え
た
り
，
仲
間
と
よ
り
よ
く
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
か

□
集
団
と
し
て
の
考
え
を
発
展
さ
せ
た
り
，
よ
り
多
く
の
人
と
協
働
し
た
り
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
か

□
驚
き
や
感
動
，
新
た
な
問
い
へ
の
意
欲
の
高
ま
り
が
あ
る
か

□
全
体
の
学
び
を
振
り
返
る
こ
と
で
，
自
ら
の
成
長
を
実
感
し
て
い
る
か

□
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
か

見 方 ・ 考 え 方 が 成 長 す る

Ak
ita

ra
ct

iv
e

Ch
ec

k 
Sh

ee
t （
ア
キ
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
シ
－
ト

)
授
業
構
想
を
始
め
る
際
，
授
業
設
計
を
終
え
た
後
，
実
際
の
授
業
の
終
末
等
，
適
宜
，
ｱ
ｷ
ﾀ
ﾗ
ｸ
ﾃ
ｨﾌ
ﾞﾁ
ｪｯ
ｸ
ｼ
ｰ
ﾄを
用
い
て
，
教
師
自
身
も

子
ど
も
の
姿
を
共
に
振
り
返
る
。

学
び
の
再
思
考

学
び
の
獲
得
と
新
た
な
学
び
の
創
出

学
び
の
出
発



～主体的・対話的で深い学びのために～


